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Abstract

金星の固体部分の内部構造について.
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ここでは金星の固体部分の鉛直密度分布について述べる.

鉛直密度分布について直接観測は行われていない. そのかわりにモデルを仮定し
て鉛直密度分布を推定することが行われている. モデルによって惑星形成の際の物
質の集積過程が異なるが,いずれも観測された惑星総質量を拘束条件として用いて
いる.

以下 密度分布を推測するまでの大まかな手順を述べる. モデルに関してはレファ
レンスを参照のこと.

1 太陽系の組成

隕石の中で最も始原的とされるコンドライトの中で, さらに最も始原的とされる
C(特にCI）タイプと太陽大気の組成が非常によく似ていることから (図 1),これら
の組成を原始太陽系星雲の成分とする.

図 1. CIタイプの隕石と太陽大気の組成. どちらも Siの量を 1とした
(McGetchin et al. 1981).

2 モデルによる惑星組成の推定

現在の惑星の組成を決定するには,大きく分けて 2つの方法がある. 一つは原始太
陽系星雲からの集積過程を推定する方法, 他の一つは観測値1から惑星形成時の組
成の反応を推定する方法である. それぞれの方法についていくつかのモデルがあ
り,それらをもとにコア,マントル・地殻,各層ごとの組成が推測されている (表 1).

1わかっているものなら,推定に必要なものすべて用いる. 例としては同位対元素比などがある
(Abe, 1990).
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表 1. 各モデルによる金星の内部組成. V1 から V5 はモデルを表す
(McGetchin et al ,1981).
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3 鉛直密度分布

組成から各層の密度が見積もられ,惑星の総質量にあうように,コアの半径を決め
る1(表 2,図 2).

表 2. 各モデルによる主な鉱石組成,各層の密度,総質量.
(McGetchin et al ,1981)

1慣性モ－メントがわかっていれば,それも用いる.

96/07/22(地球流体電脳倶楽部) /riron/genshou/venus/naibu/naibu.tex



金星現象論: 金星の内部構造 4 参考文献 5

図 2. 金星の鉛直密度分布.
(McGetchin et al, 1981)

番号は表 1,表 2のモデルの分類に対応する.
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